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第６回鳥取県最低賃金専門部会 

                    

１ 日 時 令和６年８月８日（木）９時３０分～１１時４０分 

 

２ 場 所 鳥取労働局 ４階大会議室 

 

３ 出席者 

   【委 員】 

    公益代表委員  石川委員、佐藤委員、中野委員 

    労働者代表委員 河村委員、北畑委員、山下委員 

    使用者代表委員 池谷委員、西村委員、花原委員 

   【事務局】 

    鳥取労働局   前田労働基準部長、中塚賃金室長 

            市村賃金室長補佐、久保田賃金指導官 

 

４ 議 事 

（１） 金額審議 

（２） その他 

   

５ 資料目次 

（１） 中小企業への支援とセットで、最低賃金時給１５００円の実現を求める要望書

（日本共産党鳥取県委員会） 

（２） 鳥取県内の経済情勢（令和６年８月）（財務省中国財務局鳥取財務事務所） 

 

６ 議事内容 

○市村賃金室長補佐 それでは、ただ今から第６回鳥取県最低賃金専門部会を開催いたし

ます。 

 本専門部会の成立について確認いたします。本日は全員が御出席ですので、最低賃金審

議会令第６条第６項の規定により定足数を満たしており、本専門部会が有効に成立してい

ることについて御報告申し上げます。 
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 本日の専門部会は公開しておりまして、４名の傍聴人と、報道機関１社がお見えになっ

ております。傍聴者の方々には、受付でお渡ししております遵守事項に従っていただきま

すようお願いいたします。 

 それでは、これより先の専門部会の進行を部会長にお願いいたします。 

○佐藤部会長 おはようございます。それでは、第６回鳥取県最低賃金専門部会を始めた

いと思います。 

 本日は追加の資料の方がありますので、この資料について、事務局より説明をお願いい

たします。 

○中塚賃金室長 本日は２つの資料を付けております。 

 まず、１番目の資料が、昨日になりますが、日本共産党鳥取県委員会様より最低賃金に

係る要請がございましたので御報告いたします。宛先は事務局宛てとなっておりますが、

内容を見ますと、この最低賃金審議会専門部会に対することも要望がございますので、報

告という形で読上げをさせていただきます。 

 中小企業への支援とセットで、最低賃金時給１，５００円の実現を求める要望書。 

 鳥取県内の労働者の働く環境の改善に御尽力いただいていることに敬意を申し上げます。 

 現在、鳥取県最低賃金専門部会が開催され、審議も大詰めとなっています。７月２５日、

中央最低賃金審議会が示した最低賃金の目安は、Ａ、Ｂ、Ｃ、全てのランクで５０円の引

上げを答申し、それを受けた鳥取県専門部会では、７月３０日の第２回部会で、労働者側

が１，０５０円、使用者側が９３６円から９４５円を提示し、直近８月５日の第４回部会

では、労働者側が９７１円、使用者側が９４５円を提示し、暮らせる賃金にはまだまだ遠

いと感じています。 

 私たち日本共産党は、この間、全国どこに住んでいても８時間働けば暮らせる賃金、全

国一律１，５００円の早期実現と、そのための中小企業への賃上げ支援を求め、５００兆

円にも及ぶ大企業の内部留保への５年間で１０％の時限的課税で、総額１０兆円の財源が

生まれると財源も示し、その実現を求めてきました。これら全体の実現を強く求めます。 

 現在の鳥取県の最低賃金はＣランク時給９００円であり、月給で１４万４，０００円、

年収で１７２万８，０００円と、年収２００万円以下のワーキングプアと言われる水準で

す。そして、最低賃金が最高の東京都、Ａランク１，１１３円との格差は、時給で２１３

円、月給で３万４，０００円、年収で４０万円以上もの格差が生じています。 

 しかし、全労連の調査では、最低生計費は、都市は居住費が高いものの、地方は自動車
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を利用する人が多く、維持費などがかかるため、全国ほとんど差がないとの調査結果が出

ています。そして、昨今の物価は、全国でも、鳥取県でも上昇が続き、物価高騰に耐えら

れる賃金への引上げは、全国どこでも求められる課題となっています。 

 こうした中、鳥取県で物価高騰に耐えられる賃金、普通に暮らせる賃金とし、都市との

賃金格差を是正することは、人口流出や労働力不足を克服し、暮らしを豊かなものとする

だけでなく、鳥取県経済を回復させる確かな力になると確信します。 

 最低賃金の審議の最終局面を迎えた今、改めて、全国一律最低賃金１，５００円の実現

を強く求めるものです。 

 続きまして、資料の２番目に、鳥取県内の経済情勢という資料を付けております。これ

は７月１日開催の第５４４回鳥取地方最低賃金審議会で、４月判断というものを付けさせ

ていただきましたが、これが更新されて、このたび７月判断という内容で示されています。 

 １枚開いていただきますと、総括判断として、県内経済は、持ち直しのテンポが緩やか

になっているということになっております。各項目の判断につきましては、内容を御確認

いただきたいと思います。 

 事務局からは以上です。 

○佐藤部会長 ありがとうございます。 

 ２点、資料がありましたけれども、こちらの方御確認いただいて、御意見、御質問等が

あればお願いします。 

（なし） 

○佐藤部会長 では、先に進めさせていただきます。議事に入りたいと思います。 

 １番目の議事ですが、金額審議です。先ほどの要望書の方にもありましたけれども、前

回までに、使用者側は提示額が９４５円、対して、労働者側は９７１円ということで、ま

だまだ開きがあるところではありますが、両者ともにこれまで歩み寄っていただいて、感

謝を述べたいと思います。 

 本日は、さらなる歩み寄りを期待しているところではありますが、毎回同様、まず、本

日の進め方について、使用者側代表の西村委員と労働者側代表の河村委員と私との三者で

協議をさせていただきたいと思います。１５分程度いただきたいと思います。では、会場

の準備をお願いします。 

 では、しばし休会とさせていただきます。 

〔三者協議〕 



－4－ 

○佐藤部会長 大変お待たせをいたしました。では、これから審議をしていただきます。

先ほども申し上げたとおり、使用者側が９４５円、労働者側が９７１円ということで、ま

だ、かなり開きがありますので、これを詰められたらというふうに思っております。 

 では、金額審議について、労働者側、使用者側、分かれて御協議いただきたいと思いま

す。お時間はどれぐらい必要となりますか。 

○河村委員 ２０分でお願いします。 

○佐藤部会長 会場の御案内をお願いします。では、２０分間休会します。 

〔各側協議〕 

○佐藤部会長 それでは、全員お戻りになりましたので、再開したいと思います。 

 では、労働者側、使用者側、それぞれ協議していただいたので、本日の金額の方御提示

いただきたいと思います。 

 では、前回、使用者側からお聞きしたので、今回は労働者側からお願いしたいと思いま

す。 

○河村委員 それでは、労働者側の金額提示をさせていただきたいと思います。 

 いろいろと歩み寄りの根拠を探ってみてはいますが、もともと、我々としては１，０５

０円というところをやはり到達をすべきだという考え方がまず前提にあるということです。

そうは言いながら、審議を前に進める必要がありますので、そういったことから、労働者

側としての根拠というところでいくと、少しどうしても薄くなってきてしまいますので、

そういった中で、少なくとも連合鳥取がこの春闘で勝ち得た１万１，８５０円、これを時

給換算したときの７１円、これを前回提示させていただいたということです。労働者側委

員で協議をしたわけですけれども、現時点でここからさらに歩み寄りをする根拠が見いだ

せないというのが結論であります。 

 したがいまして、前回同様、プラス７１円という提示をさせていただきたいと思います。 

 ただ、もう本当に専門部会の審議も終盤ですので、なかなか歩み寄りが見せられないと

いうところは非常に申し訳ない思いであります。 

 したがいまして、公益のお考えをお聞かせいただいて、我々としてもそのお考えに乗れ

るかどうかということを、判断させていただきたいと思います。 

 それと、本日、この後、使用者側さんの方から金額提示があろうかと思いますけれども、

予定としては明日が最終ということになりますので、形的には公益委員見解という格好に

なろうかと思いますので、そこに向けてどういった進め方をするのかということで、この
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後、できれば、また、代表者での協議をさせていただけたらと思います。以上です。 

○佐藤部会長 ありがとうございます。 

 では、労働者側は９７１円にとどまるという結論ということですね。 

 では、使用者側、お願いいたします。 

○西村委員 使用者側ですけれども、歩み寄る余地はないということで、最終的に４５円

というところがマックスの数字ということです。 

 賃金というのは、労働の対価であるという原則をやはり守るべきであって、それが守ら

れないようであれば、継続的な経営はできないというふうに考えております。仕事には生

産性の高いもの、低いもの、様々ありますけれども、そんな中で、最低賃金というのはそ

の点を全く考慮することなく、全てに適用するというところを考えても、生産性を超えた、

生産性以上の最低賃金になるというような逆転現象を起こすことは許されない、容認でき

ないと考えておりますので、金額は４５円のままということです。 

 加えて、労働者側からもありましたけれども、使用者側としても、歩み寄りの余地がな

いという状況の中で膠着状態ということもございますので、公益委員の見解をお伺いした

いと思っております。以上です。 

○佐藤部会長 ありがとうございます。 

 使用者側も９４５円から動かないということとなりました。 

 先ほど河村委員の方から御提案のありました代表者での協議を行いたいと思います。お

時間、どれぐらい必要になりますでしょう。 

○河村委員 １５分お願いします。 

○西村委員 大丈夫です。 

○佐藤部会長 では、１５分いただきたいと思います。 

 では、会場の御用意お願いします。では、休会としたいと思います。 

〔三者協議〕 

○佐藤部会長 大変お待たせいたしました。三者協議が終わりましたので、今日の新たな

進め方をお話ししたいと思います。 

 今、協議で、労使ともに公益委員とお話をされたいということなので、最初に、公労で

協議をさせていただいている間に使用者側は使用者側で協議をしていただいて、その後、

公使で協議している間に労働者側は労働者側で協議をしていただくということにしたいと

思います。 
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 では、公労の協議から始めたいと思います。会場の準備をお願いします。 

○佐藤部会長 時間はどれぐらいですか。 

○西村委員 １５分ぐらいお願いします。 

○佐藤部会長 １５分ずつ協議を行います。では、休会します。 

〔公益・労側協議〕〔使側協議〕 

〔公益・使側協議〕〔労側協議〕 

○佐藤部会長 大変お待たせいたしました。公益と労働者側との協議の後に、公益と使用

者側の協議を持ちました。その中で、幾つか候補となるような金額を御提示させていただ

きましたが、合意には至らなかったということで、先ほど労使双方から申出がありました

ので、公益委員として、明日、これが適切であるという金額を御提示させていただきたい

と思います。 

 それでは、事務局にお願いなのですけれども、本日、鳥取地方最低賃金審議会の会長名

で公益委員会議を緊急に招集したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

○中塚賃金室長 はい。では、本日、緊急で公益委員会議を開催するということで、準備

を進めたいと思います。 

○佐藤部会長 では、本日までに労使からの、合意がいただけなかったということと、先

ほどの各側との協議の中で、全会一致になるように公益委員から金額を御提示させていた

だいたのですけれど、それでも合意に達しなかったということですので、改めて、本日、

公益委員全員、５人集まって審議をした上で、金額を提案させていただいて、明日、それ

に対して、労働者側、使用者側が賛成できるかできないかというところで結審したいと考

えております。 

 では、長時間どうもありがとうございました。 

 次、議事の２番目、その他に行きたいと思います。 

 事務局からお願いします。 

○市村賃金室長補佐 第７回鳥取県最低賃金専門部会は明日、８月９日金曜日の１３時１

５分からこの会議室にて開催いたします。 

 また、第５４６回鳥取地方最低賃金審議会（答申）は、同日の１５時３０分から、同じ

くこの会議室において開催いたします。 

 ただし、鳥取県最低賃金の審議につきまして、専門部会が全会一致となりますと、最低

賃金審議会令第６条第５項が適用されまして、専門部会報告をもって審議会でも決議され
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たものとみなされ、労働局長宛て答申がなされますので、同日開催予定の第５４６回鳥取

地方最低賃金審議会は開催いたしません。 

 答申に対します異議の申出があった場合、８月２７日火曜日の午前中に第５４７回鳥取

地方最低賃金審議会（異議審）を開催いたします。開催時間は、また、別途調整を行う予

定です。以上です。 

○佐藤部会長 ありがとうございます。 

 それでは、本日の第６回鳥取県最低賃金専門部会は、終わりにしたいと思います。では、

長時間ありがとうございました。 

 


